
セラミックの巻芯に精密抵抗線を巻線して、キャップ端子にスポット溶接
をし、それをセラミック管に挿入してシリコンセメントで封止した構造の
巻線抵抗器です。
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最高使用電圧について■

形名 最高使用電圧 ( V )

M-2 / RFM-2

M-3 / RFM-3

M-5 / RFM-5

M-6 / RFM-6

M-8 / RFM-8

M-10 / RFM-10

150

240

440

770

980

1400

耐電圧
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AC1000V      1分間

絶縁抵抗 DC500V

±(0.2％+0.05Ω)

1000MΩ

１．連続負荷の場合

２．短時間過負荷（5秒以内）の場合

３．過渡的負荷（放電電流・突入電流・パルス等）の場合

周囲温度による電力軽減について

パルス負荷電力について

定格電圧＝√(定格電力×抵抗値) が最高使用電圧になります。 但し表中の最高使用電圧値
以下であること。

最高使用電圧＝√(K×定格電力×抵抗値) となります。
 (K＝品種により規定された短時間過負荷の倍率） 但し表中の最高使用電圧値以下であること。
M/RFMのK値は 1 です。

周囲温度が25℃を超える場合は、前ページの「周囲温度と電力軽減曲線」を参照に +200℃ まで
直線的に負荷電力を軽減して下さい。

「短時間過負荷（パルス）使用時の巻線抵抗器の選定方法」 PDB101-2-1d をご請求下さい。

抵抗値に関係なく表中の最高使用電圧値以下であること。

●任意の抵抗値が製作可能です。




